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開国後、主としてわが国の開港場を中心に多発した外国人に対するテロ行為は、偏狭な考えをもつ一部の日本人
（その多くは浪士）らが、国家擁護と外国の圧迫に対する敵がい心に目覚めた結果、衝動的もしくは計画的に起こし
たものである。が、本稿で取り上げる事件は、排外思想が動因というより、個人的な利己主義に基づくもので、動機
がきわめて不明確なものであった。長崎におけるテロの最初の犠牲者は、文久元年七月十八日（一八六一・八・二
三）の夜、丸山の歓楽街で酔ったあげく町人とけんかして撲殺されたチャールズ・コリンズ（英艦「オーディン」号の
機関員、二十七歳）である。次いで文久三（一八六一一一）年の初頭に、商人チャールズ・サットン（荷役および元請業、
二十四歳）が大浦で何者かによって斬られ重傷を負った。さらに慶応三年五月十二日（一八六七。六・一四）ジョー
ジ・パンカー（米船「ヴァレッタ」号乗組員、二十八歳）が、背後から新られ死亡する事件が起こり、同年こんどは
英艦「イカルス」号の水夫が殺されるといった事件が続発した。本稿はこの後者の事件について綴ったものである。
カ
ン
ス
レ
ッ
ト
・
ヒ
ル
長崎に住む英米人から「領事館の丘」として親しまれている東山手居留地に、イギリス領事館がある。慶応三年七
月七日（’八六七・八・六）の朝六時ごろのことである。領事館に勤務する警官トーマス・アンダーゥッドの所に、
ヤ
マ
奉行所の役人（定役）がやって来て、「山（丸山ｌ長崎市内の旧歓楽街）で外国人が二人殺されたが、どこの国の
（１） 
者かわかつｂない」といった。アンダーウッド巡査は、この変事を聞くと直ちに奉行所に出向きいろいろ問い質した
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テ
ィ
ー
・
ハ
ウ
ス
後、死体が置かれている丸山の茶屋（寄合町の引田屋
ｊ政之丞方）に赴いた。死体は店の門の奥に横たわってお
艫り、そのそばに水兵の帽子が転っていた・帽子の内側に
〃８、
ドは《皀自＆『巨の。（「イヵルス」）という艦名が付いていた。
｛ｖ一
咽乃また青い綿、ネルと日本人が用いる懐紙が落ちていた。被
碓》幡州や州一唾寸郭輌釦埣や森細時鐘祁卿、”誹鋼歴津雫辨
胞沮を知らせた・
悸勧日本側の史料には、殺されたイカルス号の一一人のイギ
た、入
れ歳リス人水夫の名前は出てこないが、長崎のイギリス領事
』ＣＱＪ
（、色）
傷⑫館の報告書には氏名が明記されている。犠牲者は１－‐ｌ、
殺
ズでグロパート・フォウド崩呂の『｛匂。且（二十八歳）……
山ンスト鱒‐
鰔杼火夫。
長ハジョン・ハッチングズ』Ｃ盲晋一Ｃ宜口、の（二十一一一
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
聿歳）．：…大工である。
》この一一人は誰の手にかかり、どのような殺され方をし
左たのか・開港後、下松川（大浦川）の河畔に外国人用の
（ｑＵ） 
酒場ができる前、外国船の乗組員の大半は、坐曰からある
9６ 
イギリス軍艦「イカルス」号水夫暗殺一件 長崎の歓楽街（丸山）へ出かけ、たのしむのが一般的であった。フォウドとハッチングズもご多分にもれず泥酔した
あげく、茶屋の前の通りで寝込んでしまい、そのとき通りすがりの何者かによって斬られたものである。
長崎奉行所の俗事方・桐山子之助が、寄合町の町役人から来た書状によって事件を知ったのは、七月七日（八・
六）のセツ半（午前四時半）ごろである。異変に接した奉行所からも直ちに公事方掛（裁判関係をつかさどる）の定
役と属吏らが出張し、犯人の探索と聞き込みを開始した。前夜の色町の情況はといえば、イギリス軍艦の水夫らしい
者が大勢街中を俳個していたらしく、衣服等から犠牲者はイギリス人ではないか、と考えた役人らは、定役をイギリ
ス領事館に遣り、貴国の艦の水夫らしい者が二人殺された、と報告させた。犠牲者らの遺体が引き取られる前に死体
よ
り
か
け
て
す
低
が
い
の見分が行なわれた。日本側の所見では、「壹人は左肩先ら右脇之下に懸胸上筋違二九寸（約二十八センチ）程、一堂
を切断し、脊柱まで深く喰い込んでいる。ふか…
人は右肩下右左脇之下へ懸同様八寸（約二十五センチ）程、いつれも深疵壹ヶ所」（「英水夫殺害一件手続」）とある。
が、イカルス号の軍医ヒューストン・マックスウェルの検死報告は、これよりもややくわしい。その大要を記すと、
ロパート・フォウド……左わき下より胸部の左側にかけて創傷。左の鎖骨（胸部と肩をつなぐ骨）は関節のあたりで
切断。創傷はさらに右の鎖骨の軟体部分にまで達している。この傷は、のど笛や食道および首の右側の大動脈や血管
ジョン・ハッチングズ……右の肩の継ぎ目よりのど笛まで、長さ八インチ（約二十四センチ）の創傷。三角筋、上
腕骨、鎖骨を切断。軍医のマックスウェルは、両人の死体を見分した結果、「何か鋭い武器、おそらく日本刀か何か
（４） 
によって」殺められたものと推断した。また傷口や死体の状態か壱ｂ、斬殺されたのは、午後九時から十時にかけての
コ
ロ
ナ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
エ
ス
ト
間
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
そ
し
て
死
因
審
問
の
結
論
を
次
の
よ
う
に
出
し
た
。
9７ 
事件の捜査は、日本側の役人によって、まず目撃者の証言や当夜の街の状況などを把握することから始められた。
まず二人が艦から上陸したとき最初に会ったと考えられる日本人の客引き（岩助）の証言から聞いてみよう。
’六日（八・五）の夜九ッ（午薑時）ごろ、大浦（長崎港の東岸）でイギリス軍艦の水夫らしき者二人から案内
を頼まれましたので、両人を寄合町の引田屋（遊女屋、政之丞宅）に連れて行きました。うち一人は、用事があるの
で帰りたいというので大浦の居留地まで送り届けました。そして再び寄合町にもどる途中、引田屋の前の往来で、外
国の水夫らしい者が一一人倒れておりました。二人は酔い潰れているように見うけられました。通行のじゃまになり、
、
、
、
、
６
６
ひ
き
万一事故が起こってはまずい、と思い、引田屋の軒下に引き寄せました。そばに帽子が一一つ、黒さるまた又は股引
を
と
る
こ
と
を
勧
め
る
。
（署名）
イギリス艦イヵルス号の死亡した一一人の水夫、すなわちロパート・フォウドとジョン・ハッチングズは、本月五日の夜から六日
午
マ
の朝にかけて、山と呼ばれる日本人街の一部にある茶屋の一別で、惨殺死体で発見された。検死陪審の意見では、一一人が死に至った
傷は、どこのだれとも知れぬ一人又は複数の人間の日本刀によって加えられたものである。同時に、陪審団は、武器をもった日本
人が、広く外国人に対して犯す、たび重なる残虐なる殺人事件に嫌悪と不快の念を覚える、といいたい。長崎ではこの種の犯罪が
増加しつつあるので、陪審団としては、条約港の遊歩区域では、政府の役人が武器を携帯できるのは勤務中にかぎるといった惜置
（
署
名
）
マ
ー
カ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
（領事代理、検死陪審員）
（署名）サミュエル・モルトピィ
（
署
名
）
Ｍ
・
Ｒ
．
Ｍ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（海軍中尉）
（
署
名
）
Ｂ
・
レ
イ
ン
ポ
ウ
－－ 
陪
審
員
9８ 
イギリス軍艦「イカルス」号水夫暗殺一件書」）。
（５） 
岩助は、イギリス領事館員からも事情聴取をうけたようで、その証一一一三の英訳が残されている。それによると、岩助
な
り
わ
い
ク
リ
ー
ク
は外国人を遊女屋に案内することを生業とし、事件が起った夜は、何人かの水夫を入江（大浦川か？）のそばの酒場
ヤ
マ
に案内してから、山へ連れて行った、という。その他の証言内容は、先に引いた日本側の証一一一一口記録とほぼ同じであ
る。岩助は文字に暗かったものか、証言の英訳の署名欄には×だけが付いている。酔いつぶれ、往来で寝ていた水夫
のかたわらで、岩助と話をした引田屋の下男三九郎は、どのような証言をしているか、次に引いてみよう。
’六日の夜、九シごろ、仕事をおえ台所で涼んでおりましたら、店の繭の往来で外国人が寝ているので、かれら
つ
つ
そ
で
同人がその場を立ち去ってからＪ閏）、往来にたたずんでおりますと、白木綿の筒袖（たもとがなく、筒のような形を
した袖のついた着物）と袴を着用した侍が十二、三人やって来ました。かれらは酔っており、中には唐詩などを吟じ
ておる者もおりました。山手のほうにゆっくり歩いてゆくとき、うしろの方で物音がしたので振り返りますと、抜き
身の侍が三人駆け上って来ました。私はこわくなったので、近くのそば売りの屋台の蔭に身をかくしました。そして
様子をうかがっていると、三人のうちの一人が抜刀のまま小島のほうに去って行きました。私はそれより新道より逃
、
、
げ出、船大工町から外廻りし、再び寄合町に戻ってまいりました。筑後屋のすが方で休んでおりますと、朝八ッ（午
前二時）ごろ、町役場より呼び出しを受けましたので、出頭し、陳述いたしました（「英水夫殺害一件引合之もの糺
（ズボンのことかｌ引用者）が一つ、手ぬぐいが一つ、落ちておりましたので、それらを水夫たちのそばに置きま
した。引田屋の下男三九郎という者が提灯をもって店から出て来て、立ちどまっている間、同人と話をしました。そ
白
ど
のとき同じく引田屋の下女ふじという者が、木戸口（通路に木で作った出入口）から一一一九郎を呼び寄せ、買物をいい
つけました。
9９ 
の
目
が
さ
め
る
ま
で
見
守
っ
て
い
る
よ
う
、
主
人
政
之
丞
か
ら
い
い
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
灯
を
持
ち
出
し
、
番
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
か
ね
て
顔
見
知
り
の
外
国
人
の
道
案
内
を
や
っ
て
お
り
ま
す
、
岩
助
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
者
と
一
緒
に
外
国
人
の
番
を
い
た
し
ま
し
た
。
や
が
て
下
女
の
ふ
じ
が
出
て
来
、
薬
用
に
し
た
い
か
ら
焼
酎
を
買
っ
て
来
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
い
ま
し
た
。
酒
屋
ま
で
行
き
ま
し
た
が
、
店
は
と
っ
く
に
閉
っ
て
お
り
、
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空
し
く
立
ち
帰
り
、
ふ
じ
に
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
た。岩助が外国人の番をしていたので、別段見守る必要はなかろう、と思い、店に引き上げ、自分の部屋で休みまし
た。その後のことは存じません。
日本の役人に語った証言がこれだが、イギリス領事館員にした供述とは、やや内容が異なる。
サ
ヰ
ー
月
畷
日
（
八
・
五
ｌ
引
用
者
）
の
夜
、
下
女
の
ふ
じ
か
ら
酒
を
》
輿
い
に
遣
ら
れ
ま
し
た
．
午
前
一
時
ご
ろ
の
こ
と
で
す
．
外
国
人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
殺
し
の
こ
と
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
門
の
所
で
番
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
往
来
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
通ったり、そこで寝ている外国人を見てはおりません。たいてい私は門の内側で腰をおろしております。当夜の情況
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
つ
い
て
は
何
も
存
じ
ま
せ
ん
。
酒
を
買
い
に
出
、
戻
っ
た
と
き
、
誰
も
往
来
で
寝
て
は
い
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
死
人
も
見
ま
せ
ん
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
でした・そのとき遮りには日本人はおりませんでした（傍点は、日本側の証一一一曰記録と食い違うｌ引用者）．
三九郎はなぜこのような供述をしたのであろうか。事件の巻き添えをくうのを恐れるあまりあえて虚言をついたも
のか。次は三九郎に外国人の番をすることを命じた、主人政之丞の証言である。
ｌ
義
父
の
政
右
衛
門
が
薑
病
で
あ
り
、
そ
の
看
病
を
し
て
お
り
ま
し
た
．
が
、
六
日
の
夜
四
シ
半
（
午
後
十
時
半
）
ご
ろ
、
杣
宅
前
の往来で外国人が二人寝ておりました。この二人を見ようと野次馬が押しかけ、通りが混雑してはまずいと思い、下
男
の
三
九
郎
に
命
じ
ま
し
て
、
外
国
人
の
番
を
さ
せ
ま
し
た
。
同
夜
九
ッ
（
午
後
零
時
）
を
過
ぎ
て
も
寝
て
お
り
ま
し
た
。
が
、
翌
日
の
八ッ（午前二時）ごろ、下女のふじに呼び起されました。拙宅前で外国人二人が殺されている、と通行人から知らせ
100 
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’六日の夜、台所とその他の用事をすませ、九シごろに癒った時薬用の焼酎を買い求めたいと思い、下男の三
九郎さんの所に行きましたら、同人は主人政之丞の言いつけで店の前の路上で寝ている外国人の番をしておりまし
た。三九郎さんに酒を買いに行って欲しい、と思いまして、表戸を開けますと、外国人らしき者が二人、通りの片す
みで横になっておりました。そのそばに知り合いの岩助さんと三九郎さんがおりました。三九郎さんに焼酎を買いに
行ってもらっている間に、岩助さんとよもやまの話をしました。そのうちに三九郎さんが戻りましたが、酒は買えな
かったということでしたので、共に店の中に入り、めいめいの部屋で休みました。八シごろのことでしょうか、お宅
の前で血だらけの外国人が二人死んでいるよ、と通行人が教えてくれましたので、早速主人にその旨伝えました。そ
の他のことは一切存じ上げません。
次に引くのはイギリス領事館文書にみられる彼女の供述である。日本側の記録にある叙述とやや趣を異にしてぉ
接した、当人である。
があったといいます。それを聞いて、私はたいへん驚きました。とりあえず裏口を出て町役場へ届けに行きました。
事件の前後のことは一切存じません。
次に引くものは、イギリス領事館文書に見られる同人の簡単な供述である。
「店の門外の路上で寝ている外国人の番をさせました。門口の所に行き、二人の外国人のことを指差しませんでし
た。私は表にいる外国人を二人見ただけです」。このあと下男の三九郎は、主人の政之丞と会うと、門外の往来に一一
人の外国人が寝ていたことを認め、また午前一時すぎに床についた、ともいった。三九郎は奉行所で尋問されたので
あるが、そのときのかれの供述はつじつまの合わないもので、矛盾したことをいった、とある。
引田屋の下女ふじの証言はどうか、次に聞いてみよう。彼女こそ、一番先にイギリス水夫が殺されたことの通報に
101 
り
、
死
体
発
見
に
至
る
経
緯
が
よ
く
わ
か
る
。
ｌ
私
は
生
き
た
状
艫
の
と
き
の
水
夫
二
人
の
姿
を
見
て
ば
お
り
ま
せ
ん
。
騒
ぎ
を
耳
に
し
霞
し
た
の
は
、
午
前
二
時
ご
ろ
の
こ
と
で
す。窓のそばで寝ておりました。何人かの日本人が通りすぎたかと思ったら突然立ちどまり、「この外国人は死んで
いるぞ。見るや血が流れている」と叫ぶのが聞えました。私は死体を見てはおりません。店の者がこのことを役人ま
で届けました。店の表口は開いてはおりませんでした。その者は裏木戸から外に出ました。表口は朝何時に開いたの
か
存
じ
ま
せ
ん
。
門
内
に
あ
る
刀
傷
は
、
祭
の
最
中
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
次
に
引
く
の
は
グ
ラ
バ
ー
商
会
に
勤
め
る
日
本
人
キ
タ
ロ
ー
（
不
詳
、
召
使
い
）
の
証
言
で
あ
る
。
ヤ
マ
ー私は月噸日（八・五ｌ引用者）の夜、キングズさんと外出し、山を登っておりますと、茶屋の表の通りで、
外国人が二人寝ているのを見ました。一人はあお向けに寝ており、もう一人は横になって寝ておりました。二人は軍
艦
の
乗
組
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
白
い
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
黒
っ
ぽ
い
上
着
の
よ
う
な
も
の
を
着
て
お
り
ま
し
た
。
血
の
よ
う
な
も
の
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
途
に
つ
く
と
き
も
、
両
人
は
同
じ
姿
勢
で
寝
て
お
り
ま
し
た
。
通
り
に
は
役
人
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
申
し
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
こ
れ
だ
け
で
す
。
ま
た
キ
タ
ロ
ー
と
同
じ
グ
ラ
バ
ー
商
会
に
勤
務
す
る
キ
ン
グ
ズ
の
証
言
は
こ
う
で
あ
る
。
ヤ
マ
ー月曜日の夜、十時から十一朧にかけて、友人（キク。１１引用者）と共に山に行きました．白い服を着た外
国の水夫が二人、通りで寝そべっているのを目撃しました。通りを登って行くと、そこに寝ておりました。帰宅する
十一時ごろ、まだ同じ場所におりました。血を見てはおりません。まだ寝ているものと思いました。両人は軍艦の乗
組員かどうかわかりませんでした。登って来た通りを下るときも、二人は同じ姿勢で寝そべっておりました。白い着
物を着た日本人を往来で見ておりません。
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おか
イカルス号の乗組員の中にもフォウドやハッチングズを陸で見た者がいるが、次にそのロロ撃談を引いてみよう。エ
ドワード・フィールド（一等兵）の証言はこうである。
１－十一時半にハッチングズとフォウドの姿を茶屋がある通りで見かけました。その後、私は帰艦いたしました。
二人を最後に見たとき、一一人とも衝を受けてはおりませんでした。私たちは茶屋にいたのです。二人を最後に見たと
き、両人はしらふでした。ハッチングズにはいくぶん淳れ騒ぐところがありますが、けんかを好みません。
チャールズ・ドリスコル（火器係）はまた、次のように証言している。
Ｉ死体が発見された所から四軒先の茶屋がちょうど二人を見た最後の場所ですが、私は十峰から十一時の間に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ハッチングズとフォウドに会いました。’一人ともしらふでした。一一階の部屋で寝ているフォゥドを見ました。その
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
後、かれを見ておりません。階段の所でハッチングズと会いましたが、再び見る｝」とはありませんでした。午前五時
前に二人が殺された店の前を通りました。けんか騒ぎでもあれば、その現場に行ったでしょうが、人殺しがあったこ
（（、）
とは知りませんでＩした。店の前の通りは、洗い流されておりました（傍点引用者）。
事件当夜、引田屋の日本人客は八名、外国人は一人もいなかった。殺人が明るみになり役人が来てから、二人の死
体はこの遊女屋の門内に入れられた。日本人およびイギリス人の証言から考えられるのは、ロパート・フォゥドと
ジョン・ハッチングズら両名は、慶応三年七月六日（一八六七・八・五）の夜九時ごろ上陸し、売淫手引人（日本人
某）と会い、その者の案内で丸山に出かけ、引田屋から四、五軒先の遊女屋に登楼した。二人は〃ちよんの間遊び“
のつもりで店に入ったもののようだが、しらふであった。イカルス号の火器係チャールズ・ドリスコルは、両人を遊
女屋の中で目撃している。かれが一一人を見たのは、既述のように午後十時から十一時の間であったという。
問題はその後のフォウドとハッチングズの足取りである。二人は妓女の部屋に入るまでしらふであった。部屋の中
1０３ 
で酒を飲んだものかどうかは何ともいえない。遊女の証言が無いからである。が、日本酒か焼酎のようなものを飲ま
されたと考えてよかろう。その後二人は、店の外に出、引田屋の前あたりまで来たとき、酔いが回り路上で寝そべっ
てしまった。午後十一時から十二時ごろのことである。このとき一一人はまだ生きていた。けれど午後十二時から翌日
の午前二時までの間に何者かに刀で斬られ、命を落とした。
いったいこの二人を殺した犯人は誰であったのか。訊問においても証人はめいめい勝手気ままな供述をするだけ
で、犯人の捜索は遅々として進まなかった。運悪くイギリス水夫らが殺された場所を通った土佐海援隊の者が嫌疑を
（７） 
うけた。折から長崎港に停泊中の土佐藩の横笛丸・南海丸の二船が、凶行数時間後の未明に出港したことから、これ
（８） 
。ｂの船のどれかに犯人の何人かを移し脱出させたのではないか、とイギリス側ばかりか幕府も疑った。初代イギリス
公使オールコックの後任として来日し、高圧的な外交を行なうことで知られたハリー・スミス・パークス（一八二八
げ
っ
こ
う
か
つ
き
よ
～一八八五、’八六五～一八八一二在任）は、イヵルス号の水夫殺害事件にひじょうに激昂し、老中板倉勝静に強硬な
申し入れをした。幕府は外国奉行平山図書頭・大目付戸川伊豆守・御目付設楽岩次郎らを軍艦回天丸で高知に遣り、
容堂侯と会談させ、さらに長崎において取調べを続行させた。
一方、招待旅行とこの事件の犯人の究明をかねて、イギリス公使館の一行（パークス公使、Ａ・Ｂ・ミットフォー
ド、Ｗ．Ｇ．アストン、Ｅ・サトウ等）もイギリス軍艦で阿波・土佐・長崎へ赴いた。
高知における容堂侯との会談では、もし加害者が土佐人であれば、逮捕のうえ処罰するし、犯人が他藩の者であっ
ても探索を手加減しない、との言質を取った。パークスらは長崎滞在中、領事代理マーカス・フラワーズの家に宿泊
し、各藩の知友と会ったり、土佐藩と事件との関連について調査するのであるが、決定的な証拠は何一つなく、証拠
不十分をもって長崎を引きあげ、江戸に戻った。幕府は長崎の二奉行（能勢大隅守、徳永石見守）を解任した上で、
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（９） 
納得させ、本件を終わらせた。
この丸山の変事は、当時長崎の町を騒然とさせたものと思われる。当夜、事件の突発が港内の外国軍艦（アメリ
カ、プロシア、イギリス、フランス）にも伝わるや、水兵は上陸し、市中に配置され、警戒にあたったらしく、また
長崎奉行徳永岩見守は、各藩邸内にいる藩士や諸役人の素行調査を行ない、さらに丸山廓内の茶屋、市中の旅宿を取
（、）
り調べ、そこに出入りする藩士の行動を監視したが、犯人を挙げられなかった。そして土佐の二船が港外に出たこと
り調べ、そこに出入脂
が紛糾の種となった。
この種の事件の再発を防ぐために江戸から派遣する兵五百名をもって居留地を巡回させることを約束し、パークスを
イカルス号の水夫二名を殺害した福岡藩士
金子才吉の肖像写真
長崎奉行所が必死に犯人の探索に努めた結果、情況証
拠から、この事件は真夜中すぎに「白い着物」を着た者
の仕業らしいことが判明した以外、犯人についてはよう
として消息を聞かなかった。この事件はやがて維新のど
さくさで迷宮入りとなるかと思われた。しかし、明治元
年二月（一八六八・三）堺事件（土佐藩兵がフランス軍
艦の乗組員を殺傷）が生じたとき、パークスはこの事件
に関連して、前年の丸山の事変のことを持ち出したた
め、新政府も苦境に陥り、これまであいまいであったこ
の一件を氷解なさしめることにし、大隅八太郎（重信）
を長崎に派遣した。
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ま
き
た
か
慶応四年九月七日（一八六八・一○・一一一一）立山役所において、大隅八太郎・楠本平之允（正隆、当時長崎裁判所
権判事）・吉井源馬。林亀吉（土佐藩大目付）らが参会し、犯人捜索について相談し、その後八方に手を廻して犯人
逮捕の糸口を得ようとしたが思わしくなかった。しかし、ふとしたことから事件解決の端緒が開けた。林亀吉は長崎
に来てから書生を雇い置いていたが、その者が「加害者を知っています、何でも筑前藩の者です」といったことか
よ
し
の
ぷ
ら、その旨を長崎府知事沢宣嘉（一八一一一一一一～七三、幕末・維新期の公卿）に申し出た。かくして沢知事は、筑前藩の
聞役（外敵などの急を知らせる役）栗叫熱を呼び出し、取り調べを命じた。同人は突然の話に狼狽し、藩庁に報告す
き
色
や
く
ると、藩としても包み隠すことができず、ついにじっは弊藩の金子才吉という者の仕業です、と白状した。同人はす
（旧）
でに切腹して果てたので、この一件に関しては連係者が自首するということにし、ひとまず落着－した。
ここにおいて金子才吉という名前が犯人として浮上したが、かれは一体いかなる人物であったのか。金子は筑前藩
家老矢野梅庵の陪臣徳田文右衛門の次男として文政九（一八二六）年に生まれ、のち浮組金子氏を嗣いだ・和漢洋の
造詣が深く、事件当時、藩の伝習生の一人として航海・測量術を学ぶ俊才であった。そのかれがなぜイギリス人水夫
を殺さねばならなかったのか。事件当夜の七月六日（八・五）は、七夕の祭でありひじ・ように蒸し暑く、伝習生（村
上、水谷、村沢、讃井、田原、栗野）らは外に涼みに出かけ、丸山付近まで散歩した。金子も隣部屋の富永と、あと
から六名の仲間の跡について外出した。一行八名は丸山廓に入り、寄合町まで来たときである。とある茶屋（引田
屋）の門前の路上で外国人らしい者が一一人酔いつぶれて寝ているのを、提灯の明かりで照らして認めた・そのときで
ある、何を思ったか、金子は刀を抜くと、一一人の肩先めがけて斬りつけた。そばにいた仲間は、この刹那の兇行に
びっくりしたが、どうしようもなく、その場を去り五島町の宿舎（播麿屋敷）に帰った。午前二時ごろのことであ
ヤ
マ
デ。。けれど金子は、そのあと山に上って行ったきり帰らず、翌七日（八・六）の午後になって、人夫体の者が富永の
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て
ふ
だ
もとへ手札（名刺）を持ってやって来た。それには迎えに来て／、れ、といった金子の伝言が書いてあった。富永は、
金
子
が
前
夜
よ
り
何
も
口
に
入
れ
ず
空
腹
で
い
る
と
思
っ
て
巻
き
鮨
を
求
め
る
と
、
す
ぐ
に
同
人
が
身
を
潜
め
て
い
る
戸
町
屠
殺
場
の
近
くの薪の置き場所に出かけた。ところが金子は、その鮨を食べず、薪の積み上げてある山を捕手とみなすほど、精神
が
錯
乱
し
て
い
た
。
富
永
は
播
麿
屋
敷
に
戻
る
よ
う
説
得
し
た
が
、
相
手
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
よ
う
と
は
せ
ず
、
砲
台
番
の
詰
所
に
行
く
のだ、といい、一緒に丘陵にある測量部の海岸まで来たとき、某がいるかどうか調べて来てくれといった。富永は丘
に
上
り
、
在
不
在
を
た
し
か
め
て
下
っ
て
来
る
と
、
金
子
は
船
を
漕
ぎ
出
し
、
逃
走
し
た
あ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
声
を
出
し
、
船
を
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
が
応
じ
ず
、
や
む
な
く
帰
宿
の
上
、
こ
の
始
末
を
聞
役
栗
田
貢
に
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
日
の
午
後
八
時
ご
ろ
、
金
子
は
ひ
ょ
っ
こ
り
播
麿
屋
敷
に
戻
っ
て
来
た
。
聞
役
は
同
人
を
こ
こ
に
留
め
置
い
て
は
面
倒
が
生
じ
る
と
思
い
、
水
の
浦
の
本
藩
屯
営
所
に
送
り
、
気
分
を
落
ち
つ
か
せ
る
た
め
座
敷
に
入
れ
、
役
所
書
記
仙
田
文
次
郎
に
命
じ
監
視
さ
せ
た
。
八日（八・七）の深夜のことである、金子は仙田の刀かけより大刀を奪いとると、それでもって腕をかき切ったが
死
に
切
れ
ず
、
つ
い
に
は
喉
を
突
い
て
自
殺
し
た
。
享
年
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
金
子
の
遺
骸
は
丸
棺
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
三
日
目
の
慶
応
三
年
七
月
十
一
日
（
一
八
六
七
・
八
・
一
○
）
ご
ろ
、
藩
船
蒼
準
丸
に
載
せ
て
福
岡
港
に
運
び
、
福
岡
城
南
茶
園
谷
長
栄
寺
に
埋
葬
し
（旧）
た。墓碑に「戒名秋嶺院騨秀蘭居士」とある．という。
ところでイギリス人水夫らを斬殺した理由だが、それは今も必ずしも明らかでない。金子は洋学修業として航海・
測
量
術
を
学
ん
で
い
た
折
へ
西
泊
砲
台
の
建
設
な
ら
び
に
港
内
測
量
の
必
要
が
生
じ
た
。
か
れ
は
気
分
不
揃
と
な
り
、
つ
い
に
精
神
に
異
（Ｍ） 
常
を
き
た
し
た
。
丸
山
の
事
件
は
か
れ
の
発
狂
に
原
因
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
事
件
当
夜
、
英
学
修
業
中
の
栗
野
慎
一
郎
（
の
ちかんこ
う
駐露特命全権大使、子爵）は、事の次第を内々で聞役栗田貢に知らせたが、同人はこれを不問にｉし、あまつさえ箱口
令をしいた。その後事件が発覚すると、栗野と七名の伝習生は自訴し、審問終了後は東京に護送され、士道に背き、
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長崎の「大浦国際墓地」にあるイギリス水夫ジョン・ハッチングズと
ロバート・フォウドの墓（合碑）
（筆者掻影）
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か
ど
（冊）
友誼を失した科で禁鋼刑（一一カ月半の牢屋入り）を申し渡された（「太政官日誌」明治一一年第九号）。また福岡藩知事
は蟄居を申し渡された上、殺されたフォウドとハッチングズ両人の遺族に償金を支払うよう命じられた。しかし、新
政府によるこれらの懲罰は秘かに行なわれたもので、パークスがそのことを知ったのは『官報』によってであった。
パークスはつんぼさじきに置かれていたことに激怒し、政府に強く抗議するとともに謝罪を求めた。新政府はその非
を認め、失策の償いをする、とパークスにいった。パークスが求めたものは、五ケ条から成るが、その要点を述べる
と、本件の議事録と判決の提出、将来、再審理を行なうとき公使館員を立ち合わせること、福岡藩知事の謝罪文、要
（胴）
求があれば同藩の囚人との面会を許可するこ‐と等である。
か
く
し
て
土
佐
藩
の
冤
罪
は
、
真
犯
人
が
筑
前
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
お
か
げ
で
、
よ
う
や
く
晴
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
。
フ
ォ
ゥ
ド
と
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
の
墓
は
、
長
崎
の
「
大
浦
国
際
墓
地
」
（
九
十
三
番
地
）
に
あ
る
。
合
碑
で
あ
り
、
墓
石
の
表
面
に
み
ご
と
な
刻
字
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
半
分
近
く
は
風
化
に
よ
り
読
み
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
富の白。ごａ
罰○国因罰弓甸○し□
〔・…・…・〕因勾吟の
国巨〔・…。。〕
〔・…．．…〕のシヱロ〔………〕
函・旨・の弓缶、□の
ノー、
： 
： 
： 
： 
● 
几､シヱロ シ○国□
ﾉｰＴｌ 
： 
： 
： 
： 
Ｉﾀ 
1０９ 
英艦「イヵル乙号の水夫殺害に関する日本側史料としては、「暴行門殺傷英軍艦水夫両人長崎二於テ遭
害
一
件
Ｈ
～
伽
」
（
『
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
三
四
』
雄
松
堂
出
版
昭
和
陀
・
９
）
が
い
ち
ば
ん
く
わ
し
く
、
そ
の
他
雑
誌
『江戸』（第四巻第二綴～第五巻第一綴）に載った「英国軍艦エカルス水兵殺害事件（其一）～（其四終と（大正５．
８～ｕ）、『大日本外交文書第四巻』所収の「長崎二於ケル英国軍艦水夫殺害事件」、「英人暗殺事件」（『大隈伯昔
日潭二』所収、続日本史籍協会叢書昭和妬・４）、新聞記事としては「英国水夫暗殺事件」（明治元・皿、『崎陽雑
報』側、『鵜明治編年史第一巻』所収）などがある。またイギリス水夫両人を殺した犯人の金子才吉に関する
伝記的研究としては、大熊浅次郎の「繰彌藩金子才吉事蹟山㈲、」（大正⑬・６～８、『筑紫史談第三十～三
十二集」所収、福岡県立図書館蔵）が最もすぐれており、参考とすべき点が多い。
外国側史料としては、句『自鳥○甚冨の一一シ：曰の》句・因・の．ｍ・著皀の爵の８『望Ｃ『』ロロ：ご・」」－．１］の＄８房己．
』○四三国ご曰○出自ｚ○ｍ
〔………〕シ○国□函哩
〔・・……・〕冒臣貝計「員皀言』⑩〔………〕
Ｚ・咽〔扇ロ置目詩冨釘茸ミ
マ
Ｔ
ｍ偶）（③冒守⑩「凸
。、の『
罰の曰の日す。『巳］白巨の｛＆の・
注Ⅱ〔………〕
は
判
読
で
き
な
い
。
（イギリス軍艦イカルス号〔………〕
ロパート・フォウド、享年〔………〕
と
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
、
享
年
二
十
三
歳
の
御
霊
に
献
ぐ
。
一
八
六
七
年
九
月
五
日
の夜、長崎において殺される。人はす
べて死ぬ雨礫命にあることを相曙嘩すべし。）
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イギリス軍艦「イカルス」号水夫暗殺一件 函呂昌の．【ご函陣○○・》Ｆ・目。Ｐ］召□の第十一一一章に五頁ほど小記事がみられる。これも二次資料としていろいろ参
考となるが、今回新史料として利用したのは、アメリカ公使館文書（マイクロフィルム）［甸昌＆『の一⑪冒頤８句ｏ『‐
の〕、ロシ寓巴『の。ｍ○○○ｐ】己■己君ロ、ｇの色コョロ巴貝】のｍｍＰｍの。｛Ｓの勺『の⑪一」の昌一○旨のの①○○二」いのの臼○コ【。『どのｓｏ。ご函『の⑪ｍ・
恩『一戸三色的三口、一・ＰＣ。ご●『ご白の員勺風日ごｍ○日ＤＰ』忠②］と長崎のイギリス領事館文書（マイクロフィルム）
［三・・金・国『旨呂○・コの巨一貝の》ｚＰｍＰｍＰ戸缶漏」◎吾」②ｓ》８ｍ】『四画『ご弔口『丙の⑩］である。とくに後者は量的に多く
はないが、日本側史料に見られぬものも収めてあり、この事件を別な角度から照射している。本稿の執筆に際して、
早稲田大学中央図書館、東京大学史料編纂所、長崎県立図書館、福岡県立図書館等のお世話になりました。記して謝
意を表します。
（７）嫁即辮→１．サトゥ｜
（８）「英国軍艦エカル
（９）注（７）に同じ。
（、）大熊浅次郎毎醗
（４）注（，
（５）同右も
（６）注（’
（、。）力討や戸冗刈やぽクリガフ
（４）注（１）に同じ。
（１）ｚｏ鱈
（２）同右。
注１）ｚｏ・念亘因ユ念、西ｏＣｐ２－ｇの『ｚＰｍＰ閨云】マレ巨困・巴冒］霊『》｛○ｍ】円困酌『『］勺、句穴の⑪，
注（１）に同じ。
アーネスト．サトゥ「一外交官の見た明治維新（下）』（岩波書店、昭和五十年六月）の三七頁。
坂田糟一
「英国軍艦エカルス水夫殺害事件」
鯛金子才吉事蹟（上）（中と（『筑紫史談』所収）を参照。
『時の流れを超えｌ長崎鬮際蕊地に鵬る人々」（長崎文献社、平成三年七月）の二四賀．
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（焔）注（嘔）弓・○・少：日、箸の七○～七一頁。
〔追記〕本稿は平成五年度法政大学特別研究助成金による成果報告の一部である。
（⑫）注（ｕ）に同じ。
（過）注（皿）の三二舌
（Ｍ）注（、）を参照。
（咽）司旬防口、肘○高富（
年第九号）を参照。
（、）同右の二二頁。
に同じ。
の三二頁。
○高ニョのニレ：ロ〕、一句・閃・Ｐｍ・皿弓冨国】⑪８ｑ・［』Ｐロ：》『ｏ］・国の七○～七一頁。および「太政官日誌」（明治二
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